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今月の主な記事 
町制施行50周年記念式典 
町内一斉清掃 
児童手当現況届・乳幼児医療費受給者証の更新 
情報NOW 
町民のみなさんから 
こんにちは赤ちゃん ・ おくやみ申し上げます 

P2～4 
P6 
P8 

P12～13 
P14 
P17

　4月29日（金）、町制施行50周年記念式典が開催
されました。午前10時からの式典には町内外から
の招待者約450人が出席されました。 

町長あいさつ 

徳島県警察音楽隊 
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彰
状
の
授
与
 

謝
　
辞
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花と緑と太陽の町　50周年 

町制施行50周年記念式典開催 
　
昭
和
３０
年
４
月
２９
日
に
旧

藍
園
村
と
住
吉
村
が
合
併
し
、

藍
住
町
が
誕
生
し
て
５０
年
。
 

　
４
月
２９
日
の
み
ど
り
の
日
に
、

町
民
体
育
館
で
こ
れ
を
記
念

す
る
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
午
前
１０
時
か
ら
の
式
典
に

は
、
町
内
外
か
ら
の
招
待
者

約
４
５
０
人
が
出
席
。
石
川

智
能
町
長
の
式
辞
、
藤
川
安

夫
議
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
各

種
功
労
者
な
ど
３８
人
、
１０
団

体
に
表
彰
状
と
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
あ
と
、
知
事
（
代
理
）

を
は
じ
め
、
来
賓
の
方
々
の
祝

辞
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
立
川
弘
昭
氏
の
謝
辞
と

古
川
義
夫
副
議
長
の
音
頭
で

万
歳
を
三
唱
し
て
式
典
は
終

了
し
ま
し
た
。
 

　
式
典
に
引
き
続
き
、
徳
島

県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
と
、
西
川
き
よ
し

氏
に
よ
る
「
福
祉
は
わ
が
家

か
ら
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
催
さ
れ
、
約
８
０
０
人
が

聴
講
さ
れ
ま
し
た
。
 

議
長
あ
い
さ
つ
 

記
念
講
演
 

知
事
（
代
理
副
知
事
）
祝
辞
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◎
町
の
産
業
経
済
・
厚
生
社
会
・
文

化
教
育
事
業
等
の
振
興
に
関
し
功

績
が
特
に
顕
著
な
方
 

◇
猪
　
子
　
博
　
之
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
徳
命
字
前
須
東
　
　
 

　
昭
和
２６
年
１２
月
２２
日
生
 

◇
多
　
田
　
哲
　
士
　
様
　
　
 

　
徳
島
市
国
府
町
竜
王
　
　
　
 

　
昭
和
３０
年
４
月
２５
日
生
 

◇
堺
　
　
　
都
美
子
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
勝
瑞
字
幸
島
　
　
　
 

　
昭
和
５
年
３
月
２２
日
生
 

◇
増
　
川
　
光
　
夫
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
乾
　
　
　
　
 

　
昭
和
８
年
６
月
１５
日
生
 

 
 

◎
社
会
・
公
共
の
福
祉
増
進
に
熱
意

が
あ
り
、
進
ん
で
公
益
の
た
め
私
財

を
寄
付
さ
れ
た
方
 

◇
大
　
澤
　
石
　
雄
　
様
　
　
 

　
埼
玉
県
八
潮
市
　
　
　
　
　
 

　
昭
和
１８
年
６
月
２７
日
生
 

◇
竹
　
田
　
耕
　
三
　
様
　
　
 

　
名
古
屋
市
緑
区
　
　
　
　
　
 

　
昭
和
２１
年
７
月
１１
日
生
 

◇
中
　
西
　
桂
　
秀
　
様
　
　
 

　
京
都
市
山
科
区
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
昭
和
４１
年
７
月
２９
日
生
 

    ◇
矢
　
野
　
藍
　
秀
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
矢
上
字
江
ノ
口
 
 
 
 
 

　
昭
和
３８
年
５
月
１２
日
生
 

◇
矢
　
野
　
浩
　
邦
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
矢
上
字
江
ノ
口
　
　
 

　
昭
和
３６
年
１
月
２８
日
生
 

◇
総
合
警
備
保
障
株
式
会
社
 

　
徳
　
島
　
支
　
社
　
様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
徳
島
市
昭
和
町
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
、
ま
た

は
他
の
模
範
と
す
る
に
足
る
も
の
と

町
長
が
認
め
た
方
 

◇
角
　
村
　
敏
　
則
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
勝
瑞
字
東
勝
地
　
　
 

　
昭
和
３７
年
２
月
３
日
生
 

◇
久
次
米
　
靖
　
章
　
様
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
西
中
須
　
　
 

　
昭
和
３３
年
７
月
１６
日
生
 

◇
田
　
村
　
芳
　
武
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
住
吉
字
乾
　
　
　
　
 

　
昭
和
２７
年
１１
月
１５
日
生
 

◇
堀
　
江
　
米
　
重
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
前
川
　
　
　
 

　
昭
和
３３
年
１１
月
７
日
生
 

◇
松
　
本
　
恵
　
治
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
勝
瑞
字
幸
島
　
　
　
 

　
昭
和
３０
年
９
月
３０
日
生
 

    ◇
宮
　
本
　
茂
　
則
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
矢
上
字
春
日
　
　
　
 

　
昭
和
２５
年
４
月
１４
日
生
 

◇
三
　
好
　
元
　
明
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
猪
熊
　
　
　
 

　
昭
和
３５
年
５
月
１５
日
生
 

◇
矢
　
野
　
啓
　
夫
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
乙
瀬
字
乾
　
　
　
　
 

　
昭
和
３１
年
１
月
２０
日
生
 

◇
加
　
藤
　
弘
　
光
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
東
中
富
字
大
塚
傍
示
　
 

　
昭
和
１６
年
１０
月
２９
日
 

◇
冨
　
永
　
大
司
郎
　
様
　
 

　
藍
住
町
矢
上
字
安
任
　
　
　
 

　
昭
和
１１
年
４
月
２８
日
生
 

◇
立
　
川
　
弘
　
昭
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
住
吉
字
神
蔵
　
　
　
 

　
昭
和
８
年
１
月
３１
日
生
 

◇
吉
　
田
　
眞
　
造
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
住
吉
字
江
端
　
　
　
 

　
昭
和
８
年
８
月
２７
日
生
 

◇
森
　
崎
　
弘
　
也
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
原
　
　
　
　
 

　
昭
和
５３
年
１
月
４
日
生
 

◇
山
　
本
　
亮
　
二
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
猪
熊
　
　
　
 

　
昭
和
５３
年
３
月
６
日
生
 

 
 
 

町
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方 

　
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、

町
の
各
種
功
労
者
表
彰
規
程
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
の
日
頃
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

２４
氏
に
表
彰
状
が
、
ま
た
、
町
の
振
興
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
１４
氏
１０
団
体
に
は
感
謝
状
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

◎
各
種
功
労
者
表
彰
規
程
に
よ
り
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
方
 

〈
上
段
右
よ
り
〉
綜
合
警
備
保
障
（
株
）
徳
島

支
社
長
前
田
泰
彦
様
、
宮
本
茂
則
様
、
久
次

米
靖
章
様
、
松
本
恵
治
様
、
矢
野
藍
秀
様
〈
中

段
右
よ
り
〉
増
川
光
夫
様
、
角
村
敏
則
様
、
大

澤
石
雄
様
、
中
西
桂
秀
様
、
矢
野
啓
夫
様
〈
下

段
右
よ
り
〉
吉
田
眞
造
様
、
冨
永
大
司
郎
様
、

立
川
弘
昭
様
、
石
川
町
長
、
堺
都
美
子
様
、
加

藤
弘
光
様
 

 

各種功労者表彰・感謝状の贈呈 
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町

制

施

行

50
周

年

記

念

協

賛

事

業

 

町
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ 

　
　
　
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方 

   　
 

　
 

◇
川
　
上
　
邦
　
男
　
様
 

　
藍
住
町
矢
上
字
春
日
 

　
昭
和
１８
年
１０
月
７
日
生
 

◇
山
　
　
　
タ
エ
子
　
様
 

　
藍
住
町
住
吉
字
乾
　
　
　
　
 

　
昭
和
２２
年
６
月
２
日
生
 

◇
山
　
本
　
善
次
郎
　
様
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
猪
熊
　
　
　
 

　
大
正
１１
年
３
月
５
日
生
 

◇
新
　
開
　
昭
　
夫
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
富
吉
字
須
崎
　
　
　
 

　
昭
和
１２
年
１０
月
２２
日
生
 

◇
　
　
　
　
　
　
公
　
様
　
　
　
 

　
藍
住
町
矢
上
字
原
　
　
　
　
 

　
昭
和
１２
年
４
月
１０
日
生
 

◇
山
　
田
　
雄
　
亮
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
徳
命
字
元
村
　
　
　
 

　
昭
和
２０
年
６
月
１４
日
生
 

◇
久
次
米
　
　
　
武
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
徳
命
字
名
田
　
　
　
 

　
昭
和
２３
年
４
月
２６
日
生
 

◇
竹
　
田
　
美
代
子
　
様
　
 

　
徳
島
市
末
広
１
丁
目
　
　
　
 

　
昭
和
１６
年
５
月
２４
日
生
 

◇
田
　
中
　
　
　
清
　
様
　
　
　
 

　
板
野
町
羅
漢
　
　
　
　
　
　
 

　
昭
和
６
年
６
月
１１
日
生
 

 
　
 

    ◇
加
　
戸
　
布
　
夫
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
笠
木
字
中
野
　
　
　
 

　
昭
和
７
年
１１
月
１６
日
生
 

◇
藍
　
原
　
　
　
實
　
様
　
　
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
和
田
　
　
　
 

　
昭
和
１６
年
１０
月
２３
日
生
 

◇
松
　
田
　
道
　
雄
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
奥
野
字
原
　
　
　
　
 

　
昭
和
１９
年
３
月
１９
日
生
 

◇
吉
　
田
　
秀
　
雄
　
様
　
　
 

　
藍
住
町
笠
木
字
中
野
　
　
　
 

　
昭
和
３
年
１
月
１８
日
生
 

◇
原
　
　
 
清
　
　
 
様
　
　
　
　
 

　
藍
住
町
勝
瑞
字
成
長
　
　
　
 

　
昭
和
１２
年
１
月
２５
日
生
 

◇
交
通
安
全
協
会
藍
住
分
会
　
様
 

◇
藍
住
町
交
通
安
全
母
の
会
　
様
 

◇
藍
住
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
　
様
 

◇
藍
住
町
福
寿
連
合
会
　
　
　
様
 

◇
藍
住
町
婦
人
会
　
　
　
　
　
様
 

◇
藍
住
町
医
師
会
　
　
　
　
　
様
　
 

◇
藍
住
町
歯
科
医
師
会
　
　
　
様
 

◇
藍
住
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
　
　
様
 

◇
藍
住
町
親
子
会
連
合
会
　
　
様
 

◇
藍
住
町
体
育
協
会
　
　
　
　
様
 

 
 
 
 
　
 

演
歌
・
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

琵
琶
演
奏
と
体
験
学
習 

俳
句
大
会 

　
４
月
２９
日
（
金
）
藍
の
館
に
お
い
て
、
演
歌
・
ギ
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
、
琵
琶
演
奏
と
体
験
学
習
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
琵
琶
の
一
音
一
音
の
優
雅
な
音
色
と
、ギ
タ
ー
の
軽

快
な
リ
ズ
ム
音
に
来
館
さ
れ
た
方
々
は
、
楽
し
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
。
 

　
藍
住
町
バ
ラ
祭
り
協
賛
県
下
俳
句
大
会
が
、

５
月
８
日
（
日
）
薔
薇
等
を
題
し
て
県
下
の
俳

句
愛
好
家
約
５０
名
が
参
加
し
、
藍
住
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
・ 

団
体
（
者
）
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
ダ
ブ
ル
受
賞 

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施 

   　
 

　
 

　
４
月
２３
日
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
伴
い
、

文
部
科
学
省
か
ら
、
子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活

動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
活
動
に
つ
い
て
、
優
れ

た
実
践
を
行
っ
て
い
る
図
書
館
及
び
民
間
団
体
並

び
に
個
人
に
対
し
文
部
科
学
大
臣
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
藍
住
町
か
ら
、
藍
住
町
立
図
書
館
と
藍
住
町
読

書
活
動
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
よ
み
っ
こ
」
（
代

表
漆
原
初
恵
）
が
ダ
ブ
ル
受
賞
し
、
東
京
都
の
独

立
行
政
法
人
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し

た
。
 

　
藍
住
町
立
図
書
館
は
、
平
成
元
年
開
館
時
か
ら
、

多
彩
な
行
事
や
、
お
話
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
と
連

携
し
て
の
お
は
な
し
会
の
開
催
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
乳
幼
児
期
か
ら
の
「
読
み
聞
か
せ
」
の
推
進
、

そ
し
て
、
平
成
１６
年
か
ら
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
に
伴
う
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
「
よ
み
っ
こ
」
は
平
成
１５
年
４
月
に
、
藍
住
町

内
の
読
書
活
動
に
携
わ
る
関
係
機
関
、
民
間
団
体

の
代
表
で
組
織
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
読

書
の
推
進
と
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
学
校
・
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
の
推
進
、
お

は
な
し
会
、
お
話
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座
等
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
平
成
１６
年
度
に
は
「
藍
住
町
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
計
画
」
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
「
生

き
る
力
を
は
ぐ
く
む
読
書
活
動
推
進
事
業
」
等
に

図
書
館
と
「
よ
み
っ
こ
」
が
共
に
連
携
し
て
関
わ
 

     り
、
子
ど
も
が
よ
り
積
極
的
に
読
書
活
動
が
行
え

る
よ
う
に
、
読
書
に
親
し
む
機
会
と
場
所
の
提
供
、

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
藍
住
町
の
読
書
活
動

推
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

活
動
は
、
県
下
全
体
の
読
書
活
動
推
進
に
も
寄
与

し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
図
書
館
を
中
心
に
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

 
 
 

   

　
交
通
安
全
協
会
と
交
通
安
全
母
の
会
に
よ

る
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
４
月

６
日
上
板
町
西
分
の
県
道
松
茂
・
吉
野
線
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
運
転
手
に
安
全
運
転
を
行
っ
て
も
ら
う
よ

う
、
呼
び
か
け
を
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
、

二
輪
車
の
安
全
利
用
等
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
マ
ナ
ー
の

再
確
認
を
し
て
事
故
の
な
い
町
、
そ
し
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
し
い
体
育
指
導
委
員
を 

紹
介
し
ま
す
。 

 

   

　 　
４
月
４
日
に
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
、
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）  

◇
吉
田
浩
之
（
住
吉
）
◇
高
橋
博
之
（
東
中
富
）

◇
北
島
孝
（
住
吉
）
◇
勝
野
純
子
（
勝
瑞
）
◇
谷

野
桂
一
郎
（
矢
上
）
◇
鍋
島
龍
夫
（
勝
瑞
）
◇
和

田
豊
（
乙
瀬
）
◇
今
村
恵
子
（
奥
野
）
◇
武
田
幸

江
（
矢
上
）
◇
井
上
武
（
乙
瀬
）
◇
三
木
忠
義
（
東

中
富
）◇
古
川
貴
大（
住
吉
）◇
藍
原
桂
太
郎（
富

吉
）
◇
野
上
康
子
（
東
中
富
）
◇
吉
岡
守
（
徳
命
）

◇
野
田
誠
（
奥
野
）
◇
國
永
さ
き
（
住
吉
）
◇
白

川
純
司
（
住
吉
）
◇
下
村
正
（
住
吉
）
◇
筒
井
由

美
子
（
奥
野
）
◇
住
田
瑞
子
（
住
吉
）
◇
竹
内
進

（
勝
瑞
）
◇
星
元
郁
美
（
矢
上
）
◇
宮
井
美
和
（
徳

命
） 

お詫びと訂正 

　4月号に掲載されま

した５月２９日（日）に行わ

れますカラオケ大会

の時間に誤りがあり

ました。正しい時間

は、午後１時からです。 

　お詫びして訂正い

たします。　 

町制施行５０周年記念協賛事業 

◆藍住華道協会いけばな展 

下記の事業が予定されております。 

◆カラオケ大会 

日時 ５月２１日（土）～２２日（日） 

午前９時～午後5時 

場所 町民シアター 

日時 ５月２9日（日） 

午後1時～ 

場所 町民シアター 

● 

● 
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藍
住
町
の
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て

１７
年
度
か
ら
勝
瑞
、
住
吉
、
徳
命
、
奥
野
、

西
部
、
富
吉
、
東
中
富
の
７
児
童
館
が
藍
住

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
を
委
託
さ
れ

ま
し
た
。 

　
過
程
に
お
い
て
、
大
変
な
ご
心
配
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
町
と
連
携
し
な
が
ら
運

営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
子
育
て
支
援
は
今
後
の
最
重
要
課
題
と

の
認
識
の
も
と
、
各
地
域
の
地
区
推
進
協

議
会
と
連
携
し
、
地
域
支
援
体
制
を
確
立

す
る
中
で
、
よ
り
充
実
し
た
児
童
館
運
営

と
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。 

　
町
民
み
な
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　

藍
住
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、

各
地
区
の
清
掃
美
化
を
実
施
し
て
、

美
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。 

※
一
斉
清
掃
の
日
は
、
粗
大
ご
み
を

　
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
。 

排
水
路
の
土
砂
処
理
（
運
搬
）
は
各

自
治
会
で
お
願
い
し
ま
す
。 

　
一
斉
清
掃
の
土
砂
・
草
木
類
は
、

奥
野
土
砂
仮
置
場
（
地
図
参
照
）で

受
け
入
れ
し
ま
す
。
付
近
の
方
に 

                    

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、５
月
２２

日
（
日
）午
前
８
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
の
時
間
内
に
持
ち
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
道
路
幅
が
狭
い
の

で
２
ト
ン
を
超
え
る
車
の
乗
り
入
れ

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
　

す
の
で
、
進
入
は
係
員
の
指
示
に
　

し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
奥
野
　

土
砂
仮
置
場
ま
で
の
道
路
等
を
、
　

汚
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

※
一
般
収
集
日
出
せ
る
空
き
ビ
ン
・

　
空
き
缶
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
等
は
、

　
指
定
日
・
指
定
場
所
に
決
め
ら
れ

　
た
時
間
内
に
持
っ
て
い
っ
て
く
だ

　
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
生
活
環
境
課 

　
　
　
　（
☎
6
3
7
・
3
1
1
6
）

　
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

　
　
　
　（
☎
6
9
2
・
7
4
1
1
） 

５
月
１４
日
か
ら
６
月
１３
日
は
藍
住

町
環
境
美
化
運
動
月
間
で
す
。 

　
今
年
で
３３
回
目
と
な
る
環
境
美

化
運
動
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
力
で

美
し
く
住
み
良
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
の
美
化
運
動
期
間
内
に
、
各
家

庭
に
お
い
て
は
、家
庭
の
内
外
の
清
掃
、

工
場
・
事
業
所
に
お
い
て
も
工
場
・

事
業
所
内
外
や
周
辺
の
清
掃
の
実

施
に
つ
い
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

新規採用職員紹介 児
童
館
運
営
に
つ
い
て
 

　
　
お
知
ら
せ
と
お
願
い
 

住
民
課
　
奥
村
　
竜
一
郎
 

5月22日（日）は町内一斉清掃の日です 

奥野ニュータウン 

奥野土砂 
仮置場 

住吉神社 
ケ　イ 
美容室 奥野橋 

千
鳥
橋 

玉村印刷 吉田商店 メディングタマムラ 

大桑 
建設 

正法寺川 元村橋 

入 

出 

出 

出口 

入 

入 

入 

入 

入口 

▼ 

▼
 

▼ 

▼
 

◆
テ
ー
マ 

　
活
か
そ
う
権
利
・
め
ざ
そ
う
自
立                                                   

　 　
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
こ
の
期
間
に

国
、
県
、
市
町
村
消
費
者
団
体
な
ど
で
は
、

消
費
者
啓
発
の
講
演
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
問
題
に

つ
い
て
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
ょ
う
。 

「
消
費
者
月
間
」
と
は 

　
消
費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
消
費
者
保
護
基
本
法
が
昭
和
６３
年
５

月
に
施
行
２０
周
年
を
迎
え
、こ
れ
を
機
に

毎
年
５
月
が
「
消
費
者
月
間
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。 

　
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
消
費
者
と
し

て
自
立
し
、
正
し
い
判
断
や
選
択
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。 

藍
住
町
消
費
生
活
相
談
員 

　
　
吉
田
善
子
　（
☎
6
4
1
・
0
3
5
0
）

　
　
山
田
民
恵
　（
☎
6
9
2
・
3
0
5
8
） 

　
　
徳
原
初
恵
　（
☎
6
9
2
・
3
7
9
6
） 

　
　
荒
木
久
美
子（
☎
6
9
2
・
8
8
4
4
） 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
建
設
産
業
課
　（
☎
6
3
7
・
3
1
2
0
） 

5
月
は
消
費
者
月
間
で
す 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
日
々
の
仕
事
に
打
ち
込
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
 

退
職
さ
れ
ま
し
た
 

４
月
末
を
も
っ
て
、田
子
統
子
さ
ん
 

（
福
祉
課
主
任
）が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
 



2005  May 15 No.7267

  
　 

 

　
み
な
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
。 

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。 

  

法
務
省
及

び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
て
お
り
、
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
及
び
徳
島
地
方
法
務
局
で
も
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
周
知
と
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け 

で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に 

                 

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る
６
月
１
日

に
は
全
国
一
斉
の
人
権
相
談
を
下
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。 

　
　
松
　
本
　
法
　
雄
　
（
乙
瀬
） 

　
　
萩
　
原
　
　
　
巌
　
（
矢
上
） 

　
　
廣
　
瀬
　
浩
　
美
　
（
勝
瑞
） 

　
　
阿
　
部
　
智
　
恵
　
（
徳
命
） 

　
　
小
　
西
　
茂
　
之
　
（
奥
野
） 

＊
人
権
相
談
開
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
場
　
所
　
　
藍
住
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
１
階
　
相
談
室 

　
日
　
時
　
　
６
月
１
日
（
水
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜 

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時 

 

　 
               

6
月
1
日
は
 

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
 

 

　 

　 

  

　
５
月
１６
日
（
月
）か
ら
２２
日
（
日
）ま
で
「
春

の
行
政
相
談
強
調
週
間
」
と
な
り
ま
す
。 

　
国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す
る

苦
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
れ

ら
の
解
決
を
図
り
行
政
運
営
の
改
善
に
反

映
さ
せ
る
の
が
総
務
省
の
行
政
相
談
制
度

で
す
。 

　
行
政
相
談
強
調
週
間
は
、こ
の
制
度
を

広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。 

　
相
談
所
で
は
道
路
、
年
金
、
福
祉
介
護

等
に
加
え
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関

す
る
も
の
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
け
付
け

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
相
談
員
の
自
宅
に
お
い
て
も
受
付
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。 

藍
住
町
の
行
政
相
談
委
員
は 

　
犬
　
伏
　
勝
　
人（
☎
6
9
2
・
2
7
4
3
） 

　
佐
々
木
富
士
子（
☎
6
9
2
・
2
1
6
1
） 

定
例
相
談 

日
　
　
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
（
休

　
　
　
　
　
日
及
び
祝
祭
日
は
休
み
で
す
） 

場
　
　
所
　
藍
住
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
１
階
相
談
室 

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
 

「
春
の
行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て
」
 

は
だ
ら
雪
犬
の
見
守
る
鳥
骨
鶏 

風
呂
場
よ
り
夫
の
ナ
ツ
メ
ロ
朧
の
夜 

ガ
ス
マ
ス
ク
を
携
え
て
行
く
島
の
春 

俘
虜
の
墓
い
く
世
癒
し
て
匂
い
鳥 

小
春
日
や
浅
瀬
に
稚
魚
の
思
う
ま
ま 

賑
や
か
に
老
の
住
家
の
雛
飾
り 

飼
猫
の
遠
出
が
増
え
て
春
浅
し 

た
ん
ぽ
ぽ
を
除
け
つ
つ
進
む
遍
路
道 

鳥
の
巣
の
半
ば
焦
げ
し
を
野
火
の
跡 

異
国
ま
だ
地
震
の
わ
ざ
わ
い
つ
ち
ふ
れ
る 

 

　
　
加
　
　
章 

ボ
タ
山
と
ガ
イ
ド
指
差
す
山
萌
ゆ
る
　
　
　 

佐
野
　
知
恵 

久
次
米
民
子 

湯
浅
佐
代
子 

高
塚
　
富
子 

上
藤
　
富
子 

安
芸
　
澄
衣 

吉
田
　
善
子 

高
岡
ア
イ
子 

伊
藤
た
つ
お 

生
越
　
　
茜 

 

山
田
　
民
恵
　
　
　 

あいずみ俳壇
山田民恵　選

つ
ま 

な
　
　
い 

   

　
徳
島
新
聞
の
「
読
者
の
手
紙
」
の
コ
ー
ナ

ー
に
身
近
な
出
来
事
や
社
会
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
願
い
や
呼
び
か
け
を
書
き
つ
づ
り
、

投
稿
し
て
い
る
木
内
治
利
さ
ん
が
、こ
れ
ら

の
随
筆
を
ま
と
め
た
「
街
で
村
で
旅
で
」
第

四
集
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
頃
見
聞
き
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
素
直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
文
章
は
、
誰

に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
く
な
っ

て
お
り
、
共
感
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
す
。 

　
こ
の
本
は
図
書
館
で
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の

も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

4
冊
目
の
随
筆
集
を
出
版
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６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
時
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手

当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

大
切
な
届
で
す
。 

　
も
し
、こ
の
届
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、６

月
分
意
向
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

上
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
間
が
経
過
す
る

と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。 

　
受
給
者
の
方
は
、
必
ず 

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
提
出
日
時 

　
６
月
１３
日
（
月
）〜
１７
日
（
金
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
提
出
先
（
手
続
き
場
所
） 

　
藍
住
町
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル 

○
持
参
す
る
も
の 

　
印
鑑
・
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

　
に
加
入
し
て
い
る
方
は
不
要
） 

◆
児
童
手
当
制
度
と
は
◆ 

　
児
童
手
当
は
、９
歳
到
達
最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
第
３

学
年
終
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
第
１
子
　
　
　
　
５
、０
０
０
円
（
月
額
） 

　
第
２
子
　
　
　
　
５
、０
０
０
円
（
月
額
） 

　
第
３
子
以
降
　
１
０
、０
０
０
円
（
月
額
） 

　
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
福
祉
課
　
　
　 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
） 

    

　
町
で
は
、０
歳
〜
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

医
療
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
年
に
一

度
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
３

歳
〜
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
入
院

の
み
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。
随
時
届
出

を
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
回
の
届
出

は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

　
今
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
受
給
者
証
の
有

効
期
限
は
、６
月
３０
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
提
出
日
時 

　
６
月
１３
日
（
月
）〜
６
月
１７
日
（
金
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
提
出
先 

（
手
続
き
場
所
）                

　
藍
住
町
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル 

○
持
参
す
る
も
の 

　
●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申

　
　
請
書 

　
●
印
鑑 

　
●
保
険
証
（
お
子
様
の
名
前
の
は
い
っ
た

　
　
も
の
） 

お
問
い
合
わ
せ 

　
福
祉
課
　
　 

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
） 

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
 

乳
幼
児
医
療
費
 

　
　
　
受
給
者
証
の
更
新
 

　５月１日から全国一斉に日赤社費募集月

間が始まりました。 

　日赤社費は国内外のさまざまな災害援

助や医療、血液事業等に使われます。 

　婦人会の支部長さんや地域の駐在員さん、

役員さんを通じて募集をいたしますので、

住民のみなさまのご理解とご協力をよろしく

お願いします。 

お問い合わせ 

　藍住町社会福祉協議会 

　　　　　　　（☎692・9951） 

 

善 意 銀 行  

日赤社費にご協力ください 

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ 

　 　
平
成
１７
年
度
か
ら
藍
住
町
役
場
に
お
い
て

年
金
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す 

場
　
所
　
藍
住
町
役
場
１
階
住
民
相
談
室 

日
　
時
　
毎
月
第
２
木
曜
日 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

　
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
・
年
金
証
書
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
・
・
・ 

　
口
座
振
替
が
安
心
で
す
！ 

　
つ
い
つ
い
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
・
・
・ 

　
そ
ん
な
時
に
は
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用 

　
下
さ
い
。 

                 

　
毎
月
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
に
行
く
手

間
と
時
間
が
省
け
、口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心

で
す
。 

手
続
き
は
・
・
・ 

　
・
国
民
年
金
納
付
案
内
書 

　
・
預
貯
金
通
帳 

　
・
通
帳
届
印 

を
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
へ
持
参
し
て
下
さ

い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
5
2
・
2
8
0
0
） 

　
藍
住
町
役
場
住
民
課 

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
3
7
・
3
1
1
2
） 

 

◆３月１１日、藍住北小学校４年生ボランテイ

　ア委員会様より古切手・ハガキを町福祉

　のために 

◆３月３１日、吉田

　恩様より物品

　を必要な方へ

　温かいご厚志

　に心よりお礼

　申し上げます。 
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対 象 者　町内在住の重度視覚障害者（視覚１級～２級） 

　　　　　その他必要な方 

テープ内容　「広報あいずみ」「議会だより」「社協だより」 

　　　　　「保健センターだより」 

料　　金　貸し出しはすべて無料 

貸出巻数　ひとり１回１巻 

貸出期間　郵送の期間を含めて２０日以内 

申 込 先　社会福祉法人　藍住町社会福祉協議会 

　　　　　〒７７１－１２０３　藍住町奥野字矢上前３２－１ 

　　　　　（福祉センター内） 

　　　　　（☎692・9951） 

　　　　　（Fax 692・1626） 

テープ作成　 音訳ボランティア友の会「あいの声」 

　　　　　活動に興味のある方は、お気軽にお問い合わせ

　　　　　ください。 

　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は戦地の区域）

に派遣され、戦時衛生勤務に服された旧日本赤十字社救護

看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給者

を除く）に対して、その御苦労に報いるため内閣総理大臣名

の書状を贈呈しております。 

　請求期限が、２年間延長され、平成１９年３月３１日までとなり

ました。 

【お問い合わせ】 

　〒１００－８９２６　　 

　東京都千代田区霞が関２－１－２ 

　中央合同庁舎２号館８Ｆ 

　総務省大臣官房管理室　業務担当 

　（☎03・5253・5182）（直通） 

　（Fax 03・5253・5190）　　　　　 

【請求用紙】 

　 請求用紙は、役場福祉課に用意してあります。 

　（☎637・3114）（直通） 

声の広報「あいずみ」 
テープ貸し出し案内 

「旧日本赤十字社救護看護婦 
等に対する書状贈呈事業について 

－徳島県地域共生ネットワ－ク事業－ 

　藍住町国際交流協会Ｉ’sでは、平成１７年度総会に併せて

徳島県地域共生サポ－タ－等の研修会を開催いたします。 

　地域に暮らす外国の方々によるスピ－チや、東部Ⅱ（鳴門市、

板野郡）の国際交流関係者や地域共生サポ－タ－、市町村

の担当者を交えた意見交換会もあります。 

　参加は自由です。身近なところで「国際交流」はじめてみ

ませんか? 

日　時　　５月２８日（土）　午前１０時～正午 

場　所　　藍住町福祉センタ－　２階 

　　　　　〒７７１－１２０３　藍住町奥野字矢上前３２－１ 

内　容　　午前10時～午前10時20分 Ｉ’s平成１７年度総会 

　　　　　午前10時30分～正午 地域共生ネットワ－ク事業 

　　　　　※外国人によるスピ－チ　 

　　　　　※参加者による意見交換 

　　　　　※徳島県国際交流協会からの助言など 

参加者　　一般、地域共生サポ－タ－、地域在住外国人、 

　　　　　市町村国際交流関係者、行政国際交流担当者

　　　　　など 

お問い合わせ　 

　藍住町国際交流協会　（☎692・9951）（Fax 692・1626） 

　Ｅ－mail aizumi_kokusai@garnet .nmt.ne . jp   

※参加は無料です 

はじめてみませんか 
国際交流 

　（財）徳島県母子寡婦福祉連合会では、母子家庭の母や

寡婦の方等の自立と生活の安定を図るため、就業支援講習

会を開催しています。参加希望の方は、ご連絡ください。 

講習内容　　○訪問介護員養成研修２級課程 

　　　　　　○パソコン講習（ワード・エクセル・検定対策） 

講習対象者　母子家庭の母及び寡婦、又は夫の暴力により

　　　　　　母子で家出をしている場合などで婚姻の実態

　　　　　　は失われているが、やむを得ない事情により離

　　　　　　婚の届出を行っていない者 

講習場所　　徳島県立総合福祉センター２階 

受講料　　　無料（テキスト等に要する費用は、受講者負　

　　　　　担となります。） 

開催日　　　６月から随時 

お問い合わせ及び申込先 

　（財）徳島県母子寡婦福祉連合会 

　（☎654・7418） 

募集要綱・申込書は、役場福祉課に用意してあります。 

　（☎637・3114）（直通）  　　 

母子福祉センター 
就業支援講習会のお知らせ 
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〈
新
刊
案
内
〉 

■
一
般
書
　 

○
星
野
富
弘
全
詩
集
１
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
（
星
野
富
弘
著
・
学
習
研
究
社
）

○
さ
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
（
西
加
奈
子
著
・
小
学
館
）

○
君
た
ち
に
明
日
は
な
い
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
垣
根
涼
介
著
・
新
潮
社
） 

○
ご
み
処
理
の
お
金
は
誰
が
払
う
の
か 

　
　
　
　
　
　
（
服
部
美
佐
子
他
・
合
同
出
版
） 

○
身
の
回
り
の
法
律
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
　 

　
　
　
　
　
　
（
河
野
順
一
著
・
自
由
国
民
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
児
童
書 

○
善
悪
っ
て
な
に
？
働
く
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
浜
逸
郎
著
・
草
思
社
） 

○
ギ
タ
ー
を
ひ
こ
う 

　
　
（
ヴ
ィ
ッ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
画
室
著 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ほ
る
ぷ
出
版
）

○
マ
ン
ガ
で
お
ぼ
え
る
川
釣
り
入
門 

　
　
　
　
　
　
　
（
き
り
光
乗
著
・
山
海
堂
）

○
つ
る
ば
ら
村
の
パ
ン
屋
さ
ん
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
（
茂
市
久
美
子
著
・
講
談
社
）

○
１２
ヶ
月
の
お
て
つ
だ
い
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　（
き
た
や
ま
よ
う
こ
著
・
理
論
社
） 

 

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

              

今
回
は
、
家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対
策
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  １
　
調
理
く
ず
や
残
飯
は
回
収
し
ま
し
ょ

　
　
う
。 

○
目
の
細
か
い
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
ス
ト
レ
ー

　
ナ
ー
ろ
紙
袋
な
ど
を
使
い
ま
し
ょ
う
。 

○
調
理
く
ず
な
ど
は
庭
に
埋
め
る
と
肥
料

　
に
な
り
ま
す
。 

２
　
調
理
器
具
や
食
器
の
汚
れ
は
拭
き
取

　
　
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

○
紙
で
拭
き
取
っ
た
り
、ゴ
ム
ベ
ラ
で
か
き
取

　
っ
て
か
ら
洗
い
流
し
ま
す
。 

○
油
脂
の
多
い
料
理
で
は
汚
れ
が
９
割
も
　

取
れ
ま
す
。 

３
　
使
い
ふ
る
し
の
油
は
流
さ
な
い
よ
う
に

　
　
し
ま
し
ょ
う
。 

○
揚
げ
も
の
に
使
っ
た
油
は
、
炒
め
も
の
な

　
ど
に
利
用
し
て
、
使
い
き
り
ま
し
ょ
う
。 

○
ど
う
し
て
も
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　
き
は
、
布
や
紙
に
吸
い
込
ま
せ
て
か
ら
ゴ

　
ミ
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。 

４
　
み
そ
汁
は
つ
く
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

　
　
ま
し
ょ
う
。 

○
み
な
さ
ん
が
飲
む
だ
け
作
っ
て
残
さ
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
塩
分
が
多
い
の
で
植
木
の
散
水
に
は
不
　

向
き
で
す
。 

５
　
米
の
と
ぎ
汁
は
植
木
の
散
水
に
利
用

　
　
し
ま
し
ょ
う
。 

○
肥
料
と
し
て
有
効
で
す
。 

○
濃
い
も
の
は
、
植
木
か
ら
少
し
離
し
て
ま

　
き
ま
し
ょ
う
。 

６
　
粉
石
け
ん
か
無
リ
ン
合
成
洗
剤
を
正

　
　
し
く
は
か
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。 

○
目
分
量
は
使
い
す
ぎ
の
も
と
で
す
。 

○
適
量
以
上
使
っ
て
も
、
洗
浄
力
が
増
す
わ

　
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  　
こ
の
よ
う
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
努
力
や
工
夫
で
生
活
雑
排
水
は
、
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
き
れ
い
な
川
を

守
り
、せ
せ
ら
ぎ
を
取
り
戻
す
た
め
の
主
役

な
の
で
す
。 

　
今
後
と
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課 

　
　
　
　
　
　
　（
☎
6
3
7
・
3
1
2
3
） 

廃
棄
雑
誌
の
提
供
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　
図
書
館
で
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
、
無

料
で
希
望
者
に
提
供
い
た
し
ま
す
。
　
　
　 

日
　
　
時
　
５
月
２1
日
（
土
）
　
午
前
１０
時
〜

場
　
　
所
　
藍
住
町
立
図
書
館
　
　
　
　
　

＊
ひ
と
り
３
冊
ま
で
と
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

    

　
井
隈
読
書
会
で
は
毎
月
図
書
館
で
読
書
会

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
　
時
　
５
月
１９
日
（
木
） 

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

場
　
　
所
　
藍
住
町
立
図
書
館
会
議
室
　
　

５
月
の
課
題
図
書
は
「
道
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
」（
ル
イ

ス
・
サ
ッ
カ
ー
著
）で
す
。 

課
題
図
書
等
詳
し
い
こ
と
は
図
書
館
ま
で
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
6
9
2
・
0
0
7
0
） 

　
図
書
館
で
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
伴
う
、

赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

日
　
　
時
　
毎
月
第
2
、
第
4
水
曜
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時 

場
　
　
所
　
藍
住
町
立
図
書
館 

　
　
　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー 

「
よ
み
き
か
せ
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
図
書

館
ま
で
・
・ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
6
9
2
・
0
0
7
0
）
 

町
立
図
書
館 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

読
書
会
の
案
内 

赤
ち
ゃ
ん
へ
の 

絵
本
の
よ
み
き
か
せ 

川は  
生きている 生きている 生きている 

下水道の話○ ３６ 

８５ シリーズ○ 
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差
別
を
　
な
く
そ
う
　
一
人
一
人
が
　
宝
物
 

な
く
そ
う
よ
　
差
別
と
言
う
名
の
　
い
や
が
ら
せ
 

全
員
で
　
み
ん
な
の
心
を
　
守
ろ
う
よ
 

笑
顔
で
い
よ
う
　
そ
れ
が
平
和
の
　
第
一
歩
 

人
の
痛
み
　
思
い
が
わ
か
る
　
勇
気
の
声
と
心
 

6
年
　
上
原
　
裕
香
 

6
年
　
福
井
　
悠
貴
 

6
年
　
楠
　
　
憂
奈
 

6
年
　
播
間
　
将
人
 

6
年
　
四
宮
　
和
輝
 

人権標語  
藍住北小学校生徒作品 

藍住町のスローガン  

教科書無償の運動 

　今は当たり前のように配られている教科書ですが、次のような親たち

の思いや運動があったおかげで、およそ４０年もの間、すべての小・中

学生に、無償（無料）で教科書が配られているのです。 

　せめて我が子には満足な教育を受けさせたいという強い願いをもっ

ていた高知市A村の親たちは、部落問題や憲法についての学習に取

り組み「教科書をタダにする会」を結成して教科書無償化の運動を進

めていきました。その運動は決して平坦ではありませんでしたが、やが

て、この運動が全国に広がり、1963（昭和38）年、教科書無償法が制

定され、現在に至っています。 

　私たちも、この教科書無償の運動に学び、基本的人権を尊重し、正

しいことが通る世の中をつくっていくために、努力していこうではありま

せんか。 

                       　　　　 県派遣社会教育主事　松原　徹子 

（絵　大湾　昇） 
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情報now
町の掲示板 

　
う
つ
病
は
気
力
が
な
え
る
「
こ
こ
ろ
の
病
」

で
す
。「
最
近
ど
う
も
お
っ
く
う
感
が
強
い
」

「
前
の
自
分
と
は
ど
こ
か
違
う
」「
何
事
に
も

自
信
が
も
て
な
い
」
な
ど
、こ
こ
ろ
の
不
調
を

感
じ
る
よ
う
な
ら
、
我
慢
せ
ず
早
め
に
専
門

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
う
つ
病
に
お
ち
い
る
き
っ
か
け 

○
職
場
の
配
置
転
換
、
昇
進
、
転
勤 

○
引
っ
越
し
、
家
の
新
築
、
改
築 

○
子
ど
の
進
学
、
結
婚 

○
愛
す
る
人
、
愛
着
あ
る
も
の
や
、
財
産
な

　
ど
を
め
ぐ
る
悲
哀
体
験 

○
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
る
療
養
、
出
産 

○
心
理
的
負
担
が
急
に
増
加
、
逆
に
軽
減
し

　
た
時 

◆
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
性
格 

○
ま
じ
め
で
几
帳
面
、
完
璧
主
義
の
仕
事
人 

　
間 

○
自
己
否
定
的
な
考
え
方
、
悲
観
的
な
も
の

　
の
見
方
を
す
る
人 

○
対
人
過
敏
の
人
、
人
に
依
存
し
や
す
い
性

　
格
の
人 

◆
う
つ
病
の
治
療
の
す
す
め
方 

◎
抗
う
つ
剤
で
「
い
の
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

　
よ
み
が
え
ら
せ
る 

　
脳
の
な
か
の
ホ
ル
モ
ン（
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

　
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
）
が
低
下
し
て
、
生
き
る
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
が
減
少
し
て
い
る
状
態
を
、
抗
う
つ

　
剤
を
き
ち
ん
と
服
用
し
十
分
な
休
養
を

　
と
る
こ
と
で
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。
こ
の
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
は
、
気
力
で
よ
み
が
え
ら
す
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
。 

◎
こ
こ
ろ
を
楽
に
す
る
生
き
方
の
ト
レ
ー
ニ
ン

　
グ 

①
否
定
的
思
考
の
修
正 

　
自
己
否
定
や
悲
観
的
思
考
を
減
ら
し
、
自

　
分
を
大
切
に
し
た
り
楽
し
く
生
き
る
道

　
を
探
す
方
向
へ
も
っ
て
い
く
。 

②
対
人
過
敏
の
修
正
　 

　„
人
は
人
、
自
分
は
自
分
“の
マ
イ
ペ
ー
ス
で

　
生
き
る
と
い
う
考
え
方
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　

を
は
か
る
。 

③
完
全
主
義
の
修
正 

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
ま
か
せ
る
、で

　
き
な
い
こ
と
は
認
め
て
気
楽
に
や
る
な
ど

　
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
完
全
主
義
を
軽
く
し

　
て
い
く
。 

が
ん
ば
れ

健
康
づ
く
り 

こ
こ
ろ
の
不
調
と
う
つ
病 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　
　
教
室
の
ご
案
内 

　
「
触
れ
る
」
と
い
う
行
為
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
大
切
な
愛
情
表
現
の
方
法

の
ひ
と
つ
で
す
。ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
じ
、
親

子
の
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
６
月
１０
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

受
　
付
　
午
前
１０
時
１５
分
〜 

場
　
所
　
藍
住
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
生
後
２
か
月
か
ら
生
後
６
か
月
ま
で

　
　
　
　
の
子
ど
も
と
保
護
者 

参
加
費
　
無
料 

持
っ
て
く
る
物 

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
1
枚 

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
水
分
補
給
の
湯
冷
ま
し

　
　
　
　
ま
た
は
お
茶
等 

お
問
い
合
わ
せ 

　
藍
住
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
） 

　
５
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で
す
。                                     

  

納
期
限
は
、
５
月
２５
日
で
す
。                                                   

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。                                               

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

　
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
　
　
　
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
7
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
8
） 

　
全
期
前
納
報
奨
金
の
交
付
率
が
、
平
成

１７
年
度
か
ら
従
来
の
２
分
の
１
（
１００
分
の
１

か
ら
１００
分
の
０
・
５
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
（
上
限
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
市

場
の
低
金
利
や
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮

し
て
の
も
の
で
す
が
、
今
後
と
も
町
税
の
納

付
に
つ
い
て
、ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
現
在
口
座
振
替
に
よ
り
全
期
前

納
さ
れ
て
い
る
方
で
期
別
納
付
に
変
更
さ

れ
る
場
合
や
期
別
納
付
か
ら
全
期
前
納
に

変
更
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
新
た
に
口
座

振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
早
め
に

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
役
場
税
務
課
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

今
月
の
納
税 

今
月
の
納
税 

町
県
民
税（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税 

全
期
前
納
報
奨
金
の 

交
付
率
の
引
下
げ
に
つ
い
て 
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い き い き サ ロ ン の ご 案 内  

　地域のみなさんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で、

各地区老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。 

5月18日 

5月20日 

5月23日 

 

5月30日 

 

6月 6日 

 

6月 8日 

 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

江ノ口老人ルーム 

東中富老人憩の家 

乙瀬老人憩の家 

奥野老人憩の家 

住吉老人憩の家 

富吉老人憩の家 

徳命老人憩の家 

東部老人憩の家 

笠木老人憩の家 

西部老人憩の家  

 

（水） 

（金） 

（月） 

 

（月） 

 

（月） 

 

（水） 

対象者 

　概ね60歳以上の方。ご都合のよい会場にお   

　越しください。 

　（いつでも、どこでも、どなたでも） 

お問い合わせ 

　基幹型在宅介護支援センター（☎637・3167） 

※いきいきサロンの企画運営等、協力してい

　ただける方を募集しています。 

　上記支援センターにご連絡ください。 

 

　
藍
翠
苑
の
バ
ラ
園
で
は
、
福
寿
会
の
方
々
を
中

心
に
丹
誠
込
め
た
手
入
れ
に
よ
り
、
約
2
7
0

種
類
、
1
0
0
0
株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
色
と
り
ど
り
の
大
輪
、
中
輪
の
バ
ラ
を
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
5
月
中
は
き
れ
い
な
バ
ラ
が
見
え
ま
す

の
で
、バ
ラ
ま
つ
り
期
間
に
関
わ
り
な
く
ご
来
園

く
だ
さ
い
。 

開
催
期
間
　
5
月
14
日
〜
5
月
29
日 

　
な
お
、
休
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
み
ど
り
の
広
場
の
駐
車
場
・
町
民
プ
ー
ル

跡
駐
車
場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
建
設
産
業
課
　
　
（
☎
6
3
7
・
3
1
2
0
） 

春
の
バ
ラ
ま
つ
り 

日
　
　
時
　
５
月
２８
日
（
土
）　
午
後
２
時
〜 

場
　
　
所
　
藍
住
町
合
同
庁
舎 

　
　
　
　
　
４
階
町
民
シ
ア
タ
ー 

会
員
の
方
は
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

平
成
17
年
度
藍
住
町 

　
　 

文
化
協
会
総
会 

広
報
あ
い
ず
み
は
、 

新
聞
折
り
込
み
・
郵
送
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。 

も
し
、
ご
近
所
で
未
届
け
の
お
宅
が
あ

り
ま
し
た
ら
役
場
企
画
調
整
課（
☎
6
3
7
・

3
1
2
4
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

日　　 時　６月１４日～９月２７日（全８回） 

 　　　　　毎 月第２．４火曜日 

開催場所   住吉ボウル 

時　　間　午前９時３０分出発～１２時帰着予定 

集合場所　町民プール跡駐車場 

実　　費　５，０００円（全８回分） 

　　　　　（２ゲーム・シューズ代込・送迎付き） 

募集人員　先着２３名（会員に限ります） 

                                                                                 

　さらに！多くの会員の方に気軽に楽しんでいただけるよう 

　に１回ずつの申込みも可能です。   

　参 加 費　７００円（２ゲーム・シューズ代込み・送迎付き） 

　募集人員　先着５名　 

　申込期間　開催日の一週間前まで、１回ずつの申込みです。

　 

 

開 催 日　　６月３日（金曜日） 

　　　　　　約１時間程度かかります 

（午前の部）  午前９時３０分～１０時受付 

（午後の部）　午後１時 ～１時３０分受付 

開催場所　  体育センター 

対 象  者　  ２０才～６４才・６５才以上（会員に限ります） 

               当日受付可能です。                                      

お問い合わせ 

　あいずみスポーツクラブ事務局 

　教育委員会内（☎６３７－３１２８） 
※あいずみスポーツクラブの 

　会員・指導者募集中です。　 

ボウリング教室がはじまります 
プロボウラーのレッスンでボウリングの楽しさを発見しませんか? 実年齢とは違った体力年齢を測定してみませんか?

～あいずみスポーツクラブ会員のみなさまへ～ 
新規教室及びイベントのご案内 

新体力テストを開催します!
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西日本近県オープン高知卓球大会 第3回ジュニアハイスクール・ 
トライカップソフトテニス大会 

　創玄書道界主催全国学生書道展が３月３日～６日、東京都大田区産業プ

ラザPIOで開催され、８名が特別賞を受賞しました。 

毎日中学生新聞賞　　 下横彩香　（東中１年） 

学年優秀賞　　　　　赤松宏樹　（北小5年） 

奨励賞　　　　　　　長野　愛　（東中３年） 

　　　　　　　　　　北古賀綾香（北小６年） 

　　　　　　　　　　浜　美咲　（北小６年） 

　　　　　　　　　　池永梨菜　（北小５年） 

　　　　　　　　　　林　佳奈　（北小３年） 

　　　　　　　　　　住田菜々美（北小３年） 

　３月２０日、小松島市立体育館に於いて第３回ジュニアハイ

スクール・トライカ・ソフトテニスが行われ、女子の部で藍住東

中学校Aチームが優勝しました。 

　メンバ－は、次のとおりでした。 

大下奈実・神原綾乃組、 

谷　知春・岡田知子組、 

天羽美由紀・本浄晃代組。 

準々決勝　藍住東A　２－１　板野A 

準決勝　　藍住東Ａ　２－０　鴨島東 

決　勝　　藍住東Ａ　２－１　牟岐Ａ　 

◆第２８回大阪府守口市少年柔道大会 

　３月６日、守口市民体育館において、第２８回大阪府守口市少年柔道大会が行われました。 

　個人戦　小学校４年生の部　　準優勝　長谷川　綾一（西小）　　小学校３年生の部　　３位　 田北健太郎（南小） 

◆第33回室長杯門真市少年柔道大会 

　４月１７日、大阪府立門真スポ－ツセンタ－において、第33回室長杯門真市少年柔道大会が行われました。 

　団体戦　　　藍住中学校A　準優勝            　　　１回戦　　　藍住中　5-0　兼松柔道場        （大阪） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　２回戦　　　藍住中　3-0　ミキハウス柔道教室（大阪）         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　準々決勝　　藍住中　4-1　正導館米田道場   （大阪）       

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準決勝　　　藍住 中　2-0　大阪府立修道館A（大阪）　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 決　勝　　　藍住中　1-3　大津柔道協会      （滋賀）         

 
団体選手　古川堅也　　三原拓也　　井上　樹　　 

　　　　　朝日誠二　　 片岡康行 

個人戦 

　中学校３年生の部　３位　　 片岡康行   （藍中） 

　小学校４年生の部　準優勝　田北健太郎（南小） 

　小学校５年生の部　優勝　　長谷川綾一（西小） 

第41回全国学生書道展入賞  

藍 住 真 導 スポ ーツ少 年 団  

　２月26・27日、高知県において西日本近県オ－プン高知卓球

大会が行われ、小学３年生以下の部で楠川愛子さん（助任

ヤング）が優勝しました。 

　決勝戦の相手は、以前対戦した時負けた選手だったので、

“絶対に１セットもあげない”という意気込みで戦い、そのとお

り実行する事ができまし

た。３年生最後の個人

戦を優勝で終える事が

でき、４年生でもたくさん

優勝できるよう、頑張っ

ています。 
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○5年生以下シングルス1部 

　準優勝　藤本陽奈（東小） 

　３　 位　木村友輔（西小） 

○5年生以下シングルス2部 

　優　勝　鶴熊奈美（国府小） 

○5年生以下ダブルス1部 

　３　 位　藤本陽奈（東小） 

　　　　   折部雄太（西小） 

　３　 位　木村友輔（西小） 

 　　　　  浅野孝介（助任小） 

３月１３日（日）、日和佐総合体育館で第８回徳島県小学生バドミントン新人大会が行われました。結果は以下のとおりです。 

○4年生以下シングルス1部 

　優　勝　金森　望　（川内小） 

　準優勝　水口恭兵　（東小） 

○4年生以下ダブルス1部 

　優　勝　金森　望　（川内小） 

 　　　　　 三好映理香（西小） 

　準優勝　水口恭兵　（東小） 

 　　　　　藤本　英　（東小） 

○4年生以下ダブルス2部 

　準優勝　森　芽生　（東小） 

 　　　　　新 田真子　（東小） 

 

藍住エンジェル  

○第5回寒川杯ミニバスケットボ－ル大会 　男女優勝 
　第５回寒川杯（鳴板大会）が、４月１６日、板野町田園パ－ク健康の館で開催されました。 

藍住フェニックス  

◎
精
神
的
な
病
気
の
相
談
・
就
労
相
談
・
家
族
の
相
談
な
ど 

　
　
　
地
域
生
活
支
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ン
タ
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虹
の
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者
の
家
族
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藍住北キング  

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口 

　新チ－ムになって

初めての大会でし

たが、全員が力を合

わせ指導者、保護者、

OBの熱い声援にこ

たえ、男女アベック

優勝という好成績を

収めました。 

　なお、団員も募集

しています。気軽に

見学に来てください。 

　第２４回徳島県少年野

球連盟徳島大会が、４月３

日・９日・１０日の３日間、５１チ

ームが参加し助任小学校

ほかで開催されました。日

ごろの練習の成果が実り、

準優勝することができまし

た。今回の結果をステップ

にこれからの大会も良い

成績を残せるようがんばり

たいとのことでした。 

　 

藍住北キングでは団員を募集しております。いっしょに野球を楽しんでみませんか？ 
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ま　ち の 情 報 は 
広報あいずみ 
A I テ レ ビ  
町 政 だ よ り 

ホームページ 
 

毎月15日新聞折り込みで 
1日6回（AIタウン情報） 
毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載 

URL http://www.town.aizumi.tokushima.jp 
E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

町民のみなさんから

藍 住 子 ど も 劇 場  

第１２回 藍住町いけばな展 
町制施行５０周年記念協賛事業 

第１７回高学年例会 
みやぎ弁で語る 
「貴央おんちゃんの春夏？冬むかしばなし」 
日　時　６月２日（木）午後７時開演 

場　所  藍住町福祉センタ－3階 

主　催  藍住子ども劇場 

後　援  藍住町・板野町・北島町各教育委員会・エ－アイテレビ 

お問い合わせ　 

　藍住子ども劇場（☎ Fax 692・7374）  

　火・水・金　午前９時～午後１時 

※今回は劇場の会員でない方にも沢山観ていただきたいので、 

　チケットを発行します。（小学４年生以上） 

　事務所までお問い合わせください。 

と　き　５月２１日（土）・２２日（日）の２日間 

          午前 ９時３０分～午後５時 

ところ  藍住町コミュニティ－センタ－（庁舎４階） 

主　催  藍住町華道協会 

協　賛  藍住町文化協会 

後　援  藍住町教育委員会・エ－アイテレビ㈱ 

出瓶流派 

　小原流・未生流・遠州流正風・遠州・池の坊・ 

　花芸安達流・月輪未生流・遠州流・嵯峨御流・ 

　未生流中山文甫会 

   以上町 内十流派による１００点を展示 

お花とお茶・文化筝の演奏でひとときを楽しく過ごしませ

んか。 

※入場無料　 

高齢者技能講習受講生募集 
受講内容　ソーイング講習（小物・袋物・手提げ等） 

受講資格　藍住町在住で概ね６０歳以上の男女の方 

受 講 日　６月１日（水）～２２日（水）のうちの１０日間 

受講場所　藍住町シルバー人材センター作業場 

募集人員　２０名（ただし、申込者多数の場合は抽選に

　　　　　より決定します。） 

受 講 料　無料 

申込期間　５月１６日（月）～２０日（金） 

　　　　　午前９時～午後４時 

申込場所・お問い合わせ  

　藍住町シルバー人材センター（☎692・1830） 

　電話での受付はしておりません。　 

第5回 勝瑞城館まつり 
日　時　５月２８日（土）午前９時30分～午後４時 

場　所　勝瑞城館跡　見性寺周辺  

共　催　実行委員会・東部地区協・協力団体 

駐車場　旧長尾鉄工所跡地 

お問い合わせ 

勝瑞城館まつり実行委員会（☎692・6317） 

藍 の 館  
◆書画・骨董・古物展示会 

 期　間　 ５月１日（日）～23日（月） 

 場　所　藍住町歴史館　藍 の館 

 主　催　藍住町観光物産協会 

　　　　（☎692・6317）　 

親子遠足に行って来ました 

　ぽかぽかと暖かい晴天にも恵まれた４月１６日（土）、

香川県のとらまる公園へ親子遠足に行って来ま

した。 

　「とらまる座」で人形劇を観たり「ミュ－ジアム」

で人形をさわって人形劇を体験しました。みんな

でお弁当を食べて 、芝生の上を走り回り親子で

楽しい思い出が作れた１日となりました。 

あきない たか　　お 

町制施行５０周年記念協賛事業 
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。
 

 

 《
作
り
方
》
 

①
豚
肉
は
２㎝
中
に
切
る
。
大
根
、
人
参
は
い
　

ち
ょ
う
切
り
、
し
め
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付
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を
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り
　
手

で
ほ
ぐ
す
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し
汁
に
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、
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、
人
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し
め
じ

　
を
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に
か
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口
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葉
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そ
を
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込
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で
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健
康
づ
く
り
応
援
団
 

藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
 

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理
 

　
　
大
根
と
豚
肉
の
ミ
ル
ク
み
そ
汁
 

材
料（
４
人
分
） 

豚モモ薄切り肉 
大根 
人参 
しめじ 
だし汁 
日本酒 
牛乳 
大根葉 
みそ　 

160g 
100g 
1／3本 
100ｇ 
1　カップ 
 大 さじ1 
2　カップ 
50g 
50g

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

183kcal 
15.5ｇ 
7.7ｇ 

196ｍｇ 
1.7ｇ 

1
人
分
の
 

栄

養

価

 

●こんにちは赤ちゃん ●おくやみ申し上げます 子の氏名・性別  
父母の氏名・住所 

平成17年4月1日～ 
　　　4月30日届出分 

平成17年4月1日～4月30日届出分 

人 の 動 き  
（平成17年4月末現在） 

前月比 

人 　 口  
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

32,292人 
15,583人 
16,709人 
4,324人 
5,345人 
11,176戸 

（＋40） 
（＋13） 
（＋27） 
（＋4） 
（＋14） 
（＋31） 
39.03歳 

─2
1

─2
1

小田　乃愛 （のあ） 
　朗生・明日香 

女 
東中富字北傍示 

椿坂　友理 （ゆり） 
　友次・里佳 

女 
奥野字山畑 

米本　恭介 （きょうすけ） 
　義博・公美子 

男 
奥野字原 

峯田　滉生 （ひろき） 
　達夫・加奈子 

男 
徳命字名田 

藤田　瑚々美 （ここみ） 
　稔夫・真冴 

女 
富吉字中新田 

伊豫　俊希 （としき） 
　武史・千鶴 

男 
勝瑞字幸島 

宮崎　琉輝也 （るきや） 
　拓人・三枝子 

男 
奥野字矢上前 

阿部　竜也 （たつや） 
　功・紀子 

男 
富吉字中新田 

丸岡　彩絵 （さえ） 
　弘典・万純 

女 
徳命字前須東 

富平　菜摘 （なつみ） 
　健・正子 

女 
奥野字原 

夏伐　達也 （たつや） 
　武久・純子 

男 
勝瑞字西勝地 

田中　諒大 （りょうた） 
　頼勝・房子 

男 
矢上字北分 

樋口　杏 （あん） 
　浩二・香奈 

女 
奥野字矢上前 

板東　利奈 （りな） 
　健志・まゆみ 

女 
富吉字豊吉 

中吉　希来 （きら） 
　正浩・真子 

男 
徳命字元村 

和田　愛結 （あゆみ） 
　浩二・直美 

女 
徳命字前須東 

小川　翔太朗 （しょうたろう） 
　博司・千春 

男 
矢上字安任 

小笠　悠空 （はるく） 
　博紀・洋子 

男 
住吉字神蔵 

木内　知晃 （ともあき） 
　靖彦・麻里 

男 
住吉字神蔵 

勝浦　暖真 （はるま） 
　毅・睦 

男 
徳命字元村東 

南條　由芽 （ゆめ） 
　徹・佳恵 

女 
富吉字穂実 

秋山　絵梨香 （えりか） 
　年男・知子 

女 
勝瑞字幸島 

久保　穂乃佳 （ほのか） 
　利春・美智代 

女 
勝瑞字正喜地 

朝 見  

古 川  

長 野  

新 見  

宮 岸  

　 川  

三 好  

亀 田  

榮 

矢 野  

中 川  

千 川  

中 野  

森 内  

西 岡  

片 山  

古 川  

明 松  

57歳 

75歳 

85歳 

87歳 

87歳 

57歳 

85歳 

82歳 

77歳 

88歳 

73歳 

70歳 

82歳 

79歳 

85歳 

90歳 

83歳 

86歳 

東中富字長江傍示 

奥野字乾 

徳命字名田 

勝瑞字東勝地 

住吉字逆藤 

奥野字乾 

徳命字新居須 

勝瑞字正喜地 

勝瑞字西勝地 

乙瀬字乾 

奥野字和田 

富吉字富吉 

矢上字春日 

勝瑞字新田 

東中富字北傍示 

勝瑞字幸島 

住吉字神蔵 

乙瀬字中田 

博 子  

勝 治  

タミコ  

ツル子  

ヨ シミ  

佳代子 

　 清  

ヨシ子  

重 夫  

ヒデコ  

春 子  

登美子 

 

シゲル  

　 繁  

タダ子  

正 二  

淳 一  

舛 
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平成16年度朝食アイデア料理コンクール 

前川　貴祐（藍中１年） 

優秀賞 おからとはったい粉のホットケーキとサラダと牛乳 

10分早起き! 
しっかり朝ごはん!

材料（1人分目安量） 
おからとはったい粉の 
ホットケーキ 

サラダ 

牛乳 

おから 
水 
ホットケーキミックス 
はったい粉 
水 
ホットケーキミックス 

30g 
大さじ4 
45g 
15g 

大さじ4 
30g

卵 
キャベツ 
トマト 
きゅうり 
マヨネーズ 

1個 
1／2枚 
1／2枚 
25g 
適量 

牛乳 180cc

1人分の栄養価 
エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

612kcal 
22.6g 
20.1g 
350mg 
1.2g

①ホットケ－キはそれぞれ混ぜ合わせて色よく   
　両面を焼き、皿に盛る。 
（好みでジャムを添えてもよい） 

①卵はゆでて、半分に切る。 
②キャベツはせん切り、トマトときゅうりは薄
　切りにする。 
③器に①②を色よく盛り、マヨネ－ズを添える。 

作り方（おからとはったい粉のホットケ－キ） 

作り方（サラダ） 

町制施行50周年協賛事業 

少女バレーボール大会 
　第１８回藍住町

少女バレーボール

大会が５月３日（火）、

県下６０チームの選

手が参加し、町民

体育館ほか４会場

で開催されました。 

　体育館内には、ボールの弾む音と子ども達の掛け

声が響いていました。 

藍住ライオンズクラブ杯 
ゲートボール大会 

　藍住ライオンズク

ラブ杯ゲートボール

大会が４月２４日（日）

町内１０チームの選

手が参加し藍翠苑

コートにおいて、開

催されました。 

　晴天のもと、コートでは選手のみなさんが競技に熱

中されておりました。 

婦人バレーボール大会 徳島ヴォルティス「サッカー教室」 

　婦人バレーボール大会が、４月２４日

（日）、県下３２チームの選手が参加し、

町民体育館・勤労者体育センター２

会場にて分かれて開催されました。 

　徳島ヴォルティス「サッカー

教室」が５月５日（木）、町内スポ

ーツ少年団３団体・藍住中学

校及び藍住東中学校サッカー

部約１２０名が参加し、藍住東

中学校グラウンドにおいて開催

されました。 

　川村コーチほか５名による指

導のもと、子供達は元気よく選

手と一緒にボールを追いかけ

ていました。 




